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おもな増額事業（平成28年度当初予算から抜粋）

（
賛
成
多
数
で
可
決
）

平
成
28
年
度

東
郷
町
一
般
会
計
予
算

（
賛
成
多
数
で
可
決
）

平
成
28
年
度
東
郷
町
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
予
算

　
平
成
28
年
第
１
回
定
例
会
（
３
月
定
例
会
）
が
２
月
25
日
か
ら
３
月
24
日
ま
で
の
29
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
３
月
定
例
会
で
は
、
平
成
28
年
度
一
般
会
計
予
算
を
は
じ
め
、
条
例
改
正
案
等
45
議
案
が
提
出
さ
れ
ま

し
た
。

　
ま
た
、
議
員
発
議
に
よ
る
条
例
改
正
案
1
件
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
住
民
か
ら
請
願
１
件
が
提
出
さ
れ
ま

し
た
。
そ
れ
ら
の
審
議
結
果
は
５
〜
６
ペ
ー
ジ
の
結
果
一
覧
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

3月
定例会

賛
成

賛
成

　

く
ら
し
と
地
域
経
済
を
温

め
る
の
が
自
治
体
の
仕
事
だ

が
、
受
益
者
負
担
の
適
正
化

の
掛
け
声
の
も
と
、
保
育
料

や
国
保
税
、
軽
自
動
車
税
の

値
上
げ
な
ど
住
民
に
負
担
を

押
し
付
け
る
姿
勢
が
現
れ
て

い
る
。
高
額
町
民
税
納
税
者

に
対
す
る
感
謝
状
の
贈
呈
は

税
に
対
す
る
ゆ
が
ん
だ
認
識

を
示
し
て
い
る
。

	
（
門
原
武
志
議
員
）

　

医
療
費
の
増
大
に
合
わ
せ

一
般
会
計
か
ら
の
法
定
外
繰

入
を
2000
万
円
か
ら
6000
万
円
に

増
や
し
た
こ
と
と
は
評
価
す

る
が
、
課
税
方
式
の
変
更
に

よ
り
７
割
も
の
世
帯
が
増
税

に
な
る
こ
と
へ
の
対
処
は
さ

れ
ず
、
国
保
税
を
引
き
下
げ

る
姿
勢
も
見
ら
れ
な
い
。

	

（
門
原
武
志
議
員
）

反
対

反
対

　

安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く

り
の
新
規
事
業
が
多
い
点
を

評
価
す
る
。
防
犯
カ
メ
ラ
設

置
事
業
等
の
防
犯
事
業
や
総

合
防
災
訓
練
事
業
等
の
防
災

事
業
だ
け
で
な
く
、
歩
道
段

差
解
消
工
事
や
無
料
法
律
相

談
の
受
付
枠
拡
大
等
、
将
来

に
わ
た
り
安
心
し
て
住
み
続

け
ら
れ
る
ま
ち
に
し
て
い
く

意
志
が
感
じ
ら
れ
る
。

	

（
石
橋
直
季
議
員
）

　

経
常
的
経
費
の
削
減
に
取

り
組
み
、
東
郷
中
央
地
区
に

つ
な
が
る
用
地
取
得
費
や
新

保
育
園
建
設
費
、
和
合
ケ
丘

コ
ミ
セ
ン
建
設
費
の
予
算
計

上
を
始
め
魅
力
溢
れ
る
新
た

な
施
策
が
盛
り
込
ま
れ
て
い

る
。
公
共
施
設
管
理
計
画
の

策
定
や
地
方
公
会
計
の
推
進

な
ど
持
続
可
能
な
本
町
財
政

運
営
に
も
、
期
待
し
賛
成
す

る
。	

（
加
藤
宏
明
議
員
）

な
両
輪
機
能
の
下
で
推
進
す

べ
き
で
あ
る
と
い
う
思
い
を

表
し
賛
成
。

	

（
水
川
淳
議
員
）

　

平
成
30
年
度
国
保
制
度
の

広
域
化
に
向
け
た
課
税
方
式

の
研
究
結
果
、
資
産
割
廃
止

　

「
自
治
体
間
競
争
に
勝
ち

残
り
、
新
た
な
100
年
の
歴
史

を
作
る
た
め
の
施
策
を
具
体

的
に
実
行
す
る
年
」
と
の
位

置
づ
け
に
つ
い
て
、
大
い
に

共
感
、
賛
同
す
る
。
実
行
に

あ
た
っ
て
、
議
会
と
の
健
全

反対 住民への負担の押しつけに反対

○地方消費税交付金
・平成26年４月からの消費税率改正の影響が平年度化することを見込み1億1100
万円の増額

○国庫支出金
　・保育所整備交付金2億9969万円などの皆増
○県支出金
　・地域医療介護総合確保基金事業費補助金1億5033万円などの皆増

歳
　
入

○普通建設費
・和合ケ丘・新池線道路改良事業費2億6949万円の増額
・新諸輪保育園整備費補助金2億5979万円の皆増
・地域医療介護総合確保基金事業費補助金（介護施設等整備事業）1億5033万円
の皆増
・北山台地区民間保育所整備費補助金1億113万円の皆増
○繰出金
　・国民健康保険特別会計操出金8106万円の増額

歳
　
出
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介
護
保
険
料
は
平
成
26
年

度
ま
で
第
１
・
２
段
階
は
基

準
額
の
0.3
倍
だ
っ
た
が
、
28

年
度
も
0.45
倍
で
、
町
独
自
の

負
担
軽
減
策
が
新
年
度
も
な

い
。
要
支
援
者
へ
の
サ
ー
ビ

ス
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
中
心
の

地
域
支
援
事
業
に
な
る
が
、

普
段
の
生
活
か
ら
見
え
る
体

調
の
変
化
な
ど
専
門
家
な
ら

で
は
の
視
点
は
重
要
だ
。

	

（
門
原
武
志
議
員
）

反
対

　

任
命
権
者
の
判
断
で
、
職

員
の
意
に
反
し
て
降
格
、
降

号
が
可
能
に
な
る
。
全
体
の

奉
仕
者
で
あ
る
公
務
員
の
役

割
を
ゆ
が
め
る
も
の
。
任
命

権
者
の
裁
量
で
、
職
員
の
能

力
を
定
め
、
こ
れ
を
任
用
に

適
用
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
、

と
き
の
町
長
を
は
じ
め
と
す

る
任
命
権
者
の
言
い
な
り
に

さ
せ
か
ね
な
い
。

	

（
門
原
武
志
議
員
）

反
対

（
賛
成
多
数
で
可
決
）

東
郷
町
職
員
の
降
給
に
関
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

等
の
取
組
み
と
理
解
す
る
。

将
来
的
に
町
民
が
安
心
し
て

医
療
の
受
診
が
で
き
る
よ
う

不
断
の
努
力
と
国
保
加
入
者

の
健
康
増
進
事
業
と
し
て
新

た
に
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ

事
業
等
、
細
や
か
な
保
健
事

業
の
展
開
に
期
待
す
る
。

	

（
星
野
靖
江
議
員
）

賛
成

　

本
町
の
高
齢
化
率
も
21
％

を
超
え
超
高
齢
化
社
会
を
迎

え
た
中
で
の
予
算
で
あ
り
ま

す
。
今
年
7
月
か
ら
介
護
予

防･

日
常
生
活
支
援
総
合
事

業
が
開
始
さ
れ
、
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
構
築
に
大
き

く
踏
み
出
そ
う
と
す
る
も
の

と
い
え
ま
す
。
今
後
も
持
続

可
能
な
介
護
保
険
制
度
の
運

用
を
お
願
い
し
、
賛
成
と
致

し
ま
す
。

	

（
加
藤
達
雄
議
員
）

（
賛
成
多
数
で
可
決
）

平
成
28
年
度
東
郷
町
介
護

保
険
特
別
会
計
予
算

平成28年度 当初予算

賛成 新たな100年の歴史を作る施策を具体化する予算

一般会計

（3.4％増）
121億635万円

　

４
月
か
ら
保
険
料
が
年
平

均
1891
円
、
2.3
％
値
上
げ
さ
れ

る
。
消
費
税
が
上
が
り
、
年

金
は
据
え
置
か
れ
、
高
齢
者

の
生
活
は
大
変
だ
。
そ
も
そ

も
75
歳
以
上
の
高
齢
者
だ
け

を
他
の
世
代
の
人
た
ち
か
ら

切
り
離
し
て
、
別
の
医
療
保

険
に
押
し
込
み
、
痛
み
を
直

接
味
わ
わ
せ
る
制
度
は
廃
止

す
べ
き
だ
。

	

（
門
原
武
志
議
員
）

反
対

（
賛
成
多
数
で
可
決
）

平
成
28
年
度
東
郷
町
後
期
高

齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算

（
賛
成
多
数
で
可
決
）

東
郷
町
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

改
正
内
容
①
国
民
健
康
保
険

税
の
課
税
額
の
上
限
を
基
礎

課
税
額
51
万
円
→
52
万
円
、

後
期
高
齢
者
支
援
金
等
課
税

額
16
万
円
→
17
万
円
、
介
護

納
付
金
課
税
額
14
万
円
→
16

万
円
に
。
②
課
税
方
式
を
平

成
28
年
度
と
29
年
度
を
通
じ

て
段
階
的
に
資
産
割
を
廃
止

し
、
所
得
割
、
均
等
割
、
平
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（
賛
成
少
数
で
不
採
択
）

巡
回
バ
ス
の
拡
充
を
求
め
る

請
願
書

（
全
員
賛
成
で
同
意
）

教
育
委
員
会
の
教
育
長
の
任

命
に
つ
い
て

賛
成

賛
成

　

ら
ら
ぽ
ー
と
に
は
、
バ
ス

タ
ー
ミ
ナ
ル
も
で
き
る
と
さ

れ
て
い
る
。
セ
ン
ト
ラ
ル
開

発
の
進
捗
状
況
に
合
わ
せ
て

公
共
交
通
機
関
へ
の
町
民
の

期
待
は
大
き
い
。
し
か
し
な

が
ら
、
ま
だ
ま
だ
見
え
て
来

な
い
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に

お
い
て
、
採
択
す
る
事
は
議

会
の
果
た
す
べ
き
役
割
、
意

義
の
あ
る
事
と
強
く
思
う
。

	

（
若
園
ひ
で
こ
議
員
）

　

石
川
光
秋
氏
は
、
昭
和
53

年
に
高
嶺
小
学
校
に
着
任
以

来
、
平
成
24
年
度
か
ら
は
東

郷
小
学
校
長
を
務
め
ら
れ
る

等
、
数
々
の
要
職
を
歴
任
さ

れ
、
教
育
に
対
す
る
幅
広
い

見
識
を
お
持
ち
で
あ
る
。
子

ど
も
達
の
学
力
の
向
上
だ
け

で
な
く
、「
優
し
い
心
を
育
て

る
」
を
信
条
と
さ
れ
、
教
育

長
と
し
て
適
任
で
あ
る
。

	

（
石
橋
直
季
議
員
）

　

議
員
の
欠
席
日
数
に
応
じ
て
報
酬
を
減
額
す
る
条
例
を
３
月
議

会
で
可
決
し
ま
し
た
。
議
員
が
議
会
の
会
議
を
連
続
し
て
欠
席
し

た
日
数
に
応
じ
て
、
報
酬
を
減
ら
し
ま
す
。
日
数
が
180
日
を
超
え

365
日
以
下
の
と
き
は
10
分
の
８
に
、
365
日
を
超
え
730
日
以
下
の
と

き
10
分
の
７
に
、730
日
を
超
え
る
と
き
10
分
の
５
に
減
額
し
ま
す
。

た
だ
し
公
務
中
の
災
害
が
理
由
で
欠
席
す
る
場
合
な
ど
は
減
額
し

ま
せ
ん
。

議
員
の
欠
席
に
応
じ
て
報
酬
を
減
額
す
る
条
例
を
制
定

は
な
ら
な
い
。「
拡
充
」
に
は

台
数
を
増
や
す
こ
と
や
町
外

の
医
療
機
関
や
駅
な
ど
に
も

行
け
る
よ
う
に
す
る
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
意
味
合
い
が
含

ま
れ
て
い
る
。
請
願
採
択
が

住
民
と
と
も
に
巡
回
バ
ス
の

在
り
方
を
考
え
る
議
会
の
姿

勢
を
示
す
こ
と
に
な
る
。

	

（
門
原
武
志
議
員
）

　

巡
回
バ
ス
は
交
通
空
白
地

域
の
解
消
を
担
い
、
な
く
て

も
具
体
性
が
不
充
分
な
本
請

願
は
採
り
難
い
。

	

（
水
川
淳
議
員
）

　

町
民
の
声
に
耳
を
傾
け
、

老
若
男
女
遍
く
偏
り
の
な
い

結
論
を
導
き
出
し
て
い
く
責

任
を
有
す
る
議
会
と
し
て

は
、具
体
的
課
題
の
研
究
と
、

実
現
を
可
能
と
す
る
具
体
的

施
策
を
も
っ
て
臨
む
こ
と
こ

そ
が
肝
要
。
課
題
も
解
決
策

　

本
町
の
地
域
公
共
交
通
網

形
成
計
画
で
「
多
様
化
す
る

町
民
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
公

共
交
通
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
」

の
中
で
、
巡
回
バ
ス
、
名
鉄

バ
ス
、
近
隣
市
コ
ミ
バ
ス
な

ど
の
連
携
が
必
要
で
あ
る
と

し
て
お
る
。
巡
回
バ
ス
に
限

定
せ
ず
、
公
共
交
通
ネ
ッ
ト

ワ
―
ク
を
形
成
し
て
い
く
べ

き
と
考
え
本
請
願
に
反
対
す

る
。	
（
加
藤
宏
明
議
員
）

反
対

　

東
郷
町
議
会
で
は
、
平
成
25

年
6
月
1
日
よ
り
東
郷
町
議
会

本
会
議
お
よ
び
委
員
会
に
お
い

て
、
情
報
通
信
機
器
（
パ
ソ
コ

ン
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
・
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
及
び
携
帯
電
話
）

の
持
ち
込
み
が
出
来
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
会
議
中
に
お
け
る

情
報
の
収
集
を
可
能
に
す
る
た

め
の
も
の
で
あ
り
、
東
郷
町
議

会
例
規
集
や
議
会
議
事
録
の
確

認
等
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
、

先
進
地
等
の
視
察
を
繰
り
返
し

導
入
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

最
終
的
に
は
議
会
で
の
ペ
ー

パ
ー
レ
ス
化
の
導
入
も
視
野
に

入
れ
て
お
り
、
研
究
し
て
い
る

も
の
で
す
。

　

会
議
中
に
情
報
通
信
機
器
の

持
ち
込
み
が
可
能
に
な
っ
た
と

い
え
ど
も
、
当
然
に
会
議
以
外

の
目
的
で
使
用
を
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
審
議
中
の
案
件
を
Ｓ

Ｎ
Ｓ
や
メ
ー
ル
な
ど
を
通
じ
、

外
部
に
発
信
す
る
こ
と
も
禁
じ

て
い
ま
す
。

通
信
端
末
の

使
用
に
つ
い
て

等
割
の
３
方
式
に
。

正
案
は
、
不
公
平
感
が
強
い

資
産
割
を
、
2
カ
年
度
を
か

け
廃
止
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

資
産
割
の
不
公
平
感
と
は
、

国
保
加
入
者
が
所
有
す
る
町

内
不
動
産
に
つ
い
て
の
み
、

賦
課
し
て
い
る
点
。
定
年
退

職
者
な
ど
高
齢
者
の
負
担
軽

減
に
繋
げ
る
方
向
性
を
作
る

べ
き
で
あ
る
。

	

（
井
俣
憲
治
議
員
）

　

今
回
の
国
保
に
関
す
る
改

平
成
30
年
度
か
ら
の
県
と

の
広
域
化
の
主
旨
や
国
保
事

業
費
納
付
金
の
算
定
方
法
、

資
産
割
の
課
題
を
考
え
た
場

合
、
課
税
方
式
は
改
正
案
の

３
方
式
が
良
い
方
法
と
考
え

る
。
ま
た
、
２
年
か
け
て
資

産
割
を
廃
止
す
る
税
率
に
移

行
し
て
お
り
、
負
担
が
増
え

る
世
帯
へ
の
激
変
緩
和
の
対

策
も
と
ら
れ
賛
成
す
る
。

	

（
箕
浦
克
巳
議
員
）

賛
成

　

資
産
割
を
払
っ
て
い
な
い

世
帯
や
家
族
の
人
数
が
多
い

世
帯
な
ど
７
割
の
世
帯
が
増

税
に
な
る
。
２
年
後
に
は
軽

減
な
し
世
帯
で
最
大
で
年
間

３
万
円
以
上
、
７
割
軽
減
世

帯
で
も
最
大
で
年
間
9000
円
以

上
の
増
税
に
。
一
般
会
計
か

ら
の
繰
り
入
れ
を
5000
万
円
増

や
せ
ば
増
税
さ
れ
る
世
帯
は

発
生
し
な
い
。

	

（
門
原
武
志
議
員
）

反
対
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3 月 定 例 会

議 案 名
※議長　近藤鑛治は採決に加わらない　○…賛成　×…反対　欠…欠席
※太字は討論があった議案名

審
議
結
果

石
橋
直
季

國
府
田
さ
と
み

新
家
光
江

西
尾
隆
男

加
藤
達
雄

い
し
い
ゆ
み

加
藤
宏
明

若
松
孝
行

水
川
　

淳

井
俣
憲
治

加
藤
啓
二

近
藤
鑛
治

若
園
ひ
で
こ

門
原
武
志

箕
浦
克
巳

星
野
靖
江

平成27年度東郷町一般会計補正予算（第４号） 可決 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○

東郷町職員の配偶者同行休業に関する条例の制定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○

東郷町職員の退職管理に関する条例の制定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○

東郷町職員の降給に関する条例の制定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ × ○ ○

東郷町行政不服審査法施行条例の制定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○

行政不服審査法の施行に伴う関係条例の整備に関する条
例の制定について

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○

東郷町固定資産評価審査委員会条例の一部改正について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○

東郷町職員定数条例の一部改正について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○

東郷町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正
について

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○

東郷町職員の育児休業等に関する条例の一部改正について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○

議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に関す
る条例の一部改正について

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○

東郷町人事行政の運営等の状況の公表に関する条例の一
部改正について

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○

東郷町議会の議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に
関する条例の一部改正について

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○

東郷町特別職の職員で非常勤の者の報酬及び費用弁償に
関する条例の一部改正について

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○

東郷町証人等の実費弁償に関する条例の一部改正について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○

東郷町特別職の職員で常勤の者の給与及び旅費に関する
条例の一部改正について

可決 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○

東郷町職員の給与に関する条例の一部改正について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○

東郷町職員の特殊勤務手当に関する条例の一部改正につ
いて

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○

東郷町税条例の一部改正について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○

東郷町国民健康保険税条例の一部改正について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ × ○ ○

東郷町就学指導委員会条例の一部改正について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○

東郷町母子及び父子家庭医療費支給条例の一部改正につ
いて

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○

東郷町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び
運営に関する基準を定める条例の一部改正について

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○

東郷町指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、
設備及び運営並びに指定地域密着型介護予防サービスに
係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準
を定める条例の一部改正について

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○

議案審議の結果一覧

5 平成28年６月１日 とうごう議会だより



3 月 定 例 会

議 案 名
※議長　近藤鑛治は採決に加わらない　○…賛成　×…反対　欠…欠席
※太字は討論があった議案名　　　　　退…退席

審
議
結
果

石
橋
直
季

國
府
田
さ
と
み

新
家
光
江

西
尾
隆
男

加
藤
達
雄

い
し
い
ゆ
み

加
藤
宏
明

若
松
孝
行

水
川
　

淳

井
俣
憲
治

加
藤
啓
二

近
藤
鑛
治

若
園
ひ
で
こ

門
原
武
志

箕
浦
克
巳

星
野
靖
江

東郷町道路占用料条例の一部改正について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○

東郷町公共用物管理条例の一部改正について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○

東郷町教育長の給与、勤務時間その他の勤務条件に
関する条例を廃止する条例の一部改正について

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○

東郷町高齢者ワークプラザ条例の廃止について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○

豊明市、日進市及び東郷町における行政不服審査会
の共同設置について

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○

平成27年度東郷町一般会計補正予算（第５号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○

平成27年度東郷町国民健康保険特別会計補正予算
（第３号）

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○

平成27年度東郷町国民健康保険東郷診療所特別会
計補正予算（第３号）

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○

平成27年度東郷町後期高齢者医療特別会計補正予
算（第１号）

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○

平成27年度東郷町介護保険特別会計補正予算（第
３号）

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○

平成27年度東郷町下水道事業特別会計補正予算（第
３号）

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○

平成27年度東郷町旭ケ丘団地汚水処理事業特別会
計補正予算（第２号）

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○

平成28年度東郷町一般会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ × ○ ○

平成28年度東郷町国民健康保険特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ × ○ ○

平成28年度東郷町国民健康保険東郷診療所特別会
計予算

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○

平成28年度東郷町後期高齢者医療特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ × ○ ○

平成28年度東郷町介護保険特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ × ○ ○

平成28年度東郷町下水道事業特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○

平成28年度東郷町旭ケ丘団地汚水処理事業特別会
計予算

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○

固定資産評価員の選任について 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○

教育委員会の教育長の任命について 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○

東郷町議会の議員の議員報酬、費用弁償及び期末手
当に関する条例の特例を定める条例の制定について

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○

巡回バスの拡充を求める請願書 不採択 × ○ × × × ○ × × × 退 × ― ○ ○ × ×

議案審議の結果一覧
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一
般
質
問

一
般
質
問
町政を問う
※「一般質問」とは、議題と関係なく行財政全般にわたる議員主導による政策議論です。一般質問の通告内容を
　紹介します。各議員の記事には、通告内容の全項目が掲載されているわけではありません。

11議員が質問

ここが聞きたい！

石橋　直季	 子育て支援№.1を目指す本町だからこそ若い世
代の希望を叶え、新しい人の流れを･･･････ P7	
	 1　人口ビジョン・総合戦略について

加藤　宏明	 税金を好きな町に寄付できる「ふるさと
納税」ゴルフやゼグウェイ体験で、本町
の税収増を･･･････････････････････ P8

	 	 1　ふるさと納税について
	 	 2　コミュニティ活動支援の方針について
箕浦　克巳	 公共施設等総合管理計画の策定でインフ

ラ整備費用の軽減・平準化を･･･････ P8	
	 1　公共施設等総合管理計画について

	 	 2　職員の人材育成について
水川　　淳	 まちの羅針盤「第５次東郷町総合計画」

の定期点検、しっかりと･･･････････ P9	
	 1　第５次総合計画の進捗状況について

	 	 2　町の各種イベントのスケジュール共有について
加藤　達雄	 ３歳未満児の待機児童対策について･････ P9	

	 1　子ども子育てについて
	 	 2　高齢者福祉について
	 	 3　安全・安心について
	 	 4　耐震改修促進について
新家　光江	 介護予防・日常生活支援総合事業につい

て･･････････････････････････････P10
	 	 1　介護予防・日常生活支援総合事業について
	 	 2　男女共同参画状況について

子育て支援No.1 を目指す本町だからこそ
若い世代の希望を叶え、新しい人の流れを

【
問
】
１
月
末
の
本
町
人
口
は

４
万
2807
人
。
し
ば
ら
く
は
人

口
増
加
が
予
測
さ
れ
る
が
、

既
存
施
策
だ
け
で
は
少
子
高

齢
化
の
進
行
を
止
め
ら
れ
な

い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
人
口

ビ
ジ
ョ
ン
か
ら
見
え
た
本
町

の
強
み
、
弱
み
は
。

【
企
画
部
長
】
特
に
若
い
世
代

に
転
入
先
と
し
て
選
ば
れ
て

い
る
こ
と
は
非
常
に
大
き
な

強
み
。
昼
夜
間
人
口
比
率
が

80
％
を
下
回
っ
て
お
り
、
消

費
活
動
は
町
外
が
８
割
弱
と

活
気
や
に
ぎ
わ
い
の
少
な
さ

が
弱
み
。

【
問
】
総
合
戦
略
で
新
た
に

追
加
さ
れ
た
施
策
は
。

【
企
画
部
長
】
と
う
ご
う
チ
ャ

ン
ネ
ル
放
映
、
子
育
て
支
援

専
用
サ
イ
ト
作
成
な
ど
の
事

業
が
あ
る
。

【
問
】
本
町
の
出
生
率
は
1.67

で
希
望
出
生
率
は
1.77
。
人
口

ビ
ジ
ョ
ン
の
目
標
は
2040
年
で

出
生
率
2.07
と
、「
希
望
」
自

体
を
上
げ
て
行
か
な
い
と
到

達
で
き
な
い
。
結
婚
・
出
産

は
個
人
の
選
択
で
あ
り
、
と

て
も
厳
し
い
数
値
。
し
か
し

本
町
の
若
年
女
性
変
化
率
ラ

ン
キ
ン
グ
は
全
国
約
1800
自
治

体
中
25
位
と
か
な
り
有
望
。

希
望
出
生
率
の
推
移
を
見
る

た
め
今
回
と
同
様
の
ア
ン
ケ

ー
ト
を
継
続
的
に
実
施
し
て

は
ど
う
か
。

【
企
画
部
長
】
若
い
世
代
の
結

婚
・
出
産
・
子
育
て
の
意
識

を
把
握
す
る
こ
と
は
重
要
で

あ
る
。
今
後
必
要
に
応
じ
て

検
討
し
て
い
く
。 

【
問
】
市
制
施
行
に
対
す
る

現
在
の
考
え
は
。

【
企
画
部
長
】
現
段
階
に
お
い

て
人
口
５
万
人
超
え
は
見
込

ん
で
い
な
い
。
そ
の
他
全
て

の
要
件
を
満
た
す
た
め
に
は

い
く
つ
か
課
題
も
あ
る
。
自

治
体
間
連
携
を
始
め
、
既
存

の
市
制
施
行
概
念
に
と
ら
わ

れ
な
い
考
え
方
が
必
要
。

　人口ビジョンでの①予測と②目標

石橋　直季 議 員

星野　靖江	 周辺市を繋ぐ中心核地区形成と幹線道路網の充実は････P10
	 	 １　介護予防事業とバリアフリー対策は
	 	 ２　より快適な道路網と将来計画は
	 	 ３　子どもたちへの行き届いた教育の実現を
若園ひでこ	 子育てするなら東郷町公園遊具の安心安

全と充実を求めて････････････････P11
	 	 １　東郷町の公園の「遊具」について
國府田さとみ	 現代食はミネラル不足　

食の現状をふまえた給食と食育について････P11
	 	 １　現代食の現状、食環境を踏まえた学

校給食の在り方と食育行政について
	 	 ２　子ども、子育て支援について
いしいゆみ　災害時の医療と外国人への対応について

････････････････････････････････P12
	 	 １　東郷町のくらし協働課の取組み方と今後について
	 	 ２　マイナンバーのその後について
	 	 ３　女性防災クラブについて
	 	 ４　防災について
	 	 ５　東郷町の火葬場と墓地について
門原　武志	 小中学校の全教室への空調整備について

町長の考えは････････････････････P12
	 	 １　平成28年度施政方針について
	 	 ２　東郷町地域公共交通網形成計画（案）について
	 	 ３　公契約条例の制定を
	 	 ４　介護保険の地域支援事業について
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一
般
質
問

【
問
】
老
朽
化
し
た
公
共
施
設

を
い
か
に
長
寿
命
化
し
な
が

ら
計
画
的
に
再
編
す
る
か
が

重
要
。
ハ
コ
モ
ノ
は
「
新
し

く
造
る
」
か
ら
「
賢
く
使
う
」

に
発
想
を
転
換
す
る
必
要
が

あ
る
。
課
題
は
。

【
総
務
部
長
】一
番
の
課
題
は
、

財
源
の
問
題
。

【
問
】
施
設
改
修
に
か
け
て
い

る
経
費
は
ど
の
程
度
か
。

【
総
務
部
長
】平
成
26
年
度
は
、

約
９
億
円
を
支
出
し
た
。

【
問
】
公
共
施
設
整
備
基
金
と

し
て
目
標
と
す
る
額
は
。

【
総
務
部
長
】基
金
残
高
約
２

億
4000
万
円
で
は
十
分
と
は
い

え
ず
、
で
き
る
だ
け
積
立
て

を
実
施
し
て
い
く
。

【
問
】
総
合
管
理
計
画
策
定
に

係
る
国
の
財
政
措
置
は
。

【
総
務
部
長
】特
別
交
付
税
が

１
／
２
交
付
さ
れ
る
。

職
員
の
人
材
育
成
は

【
問
】
幹
部
職
員
の
定
年
退
職

が
見
込
ま
れ
て
い
る
が
、
取

り
組
み
は
。

【
企
画
部
長
】従
来
よ
り
も
１

つ
上
の
職
責
を
見
据
え
た
経

験
を
早
く
か
ら
さ
せ
る
こ
と

で
、
対
応
し
て
い
き
た
い
。

【
問
】
議
員
の
委
員
会
研
修

に
あ
わ
せ
担
当
部
局
の
職
員

も
研
修
を
受
け
さ
せ
て
は
。

【
企
画
部
長
】
予
算
措
置
な
ど

課
題
も
あ
る
の
で
、
他
団
体

の
事
例
を
含
め
研
究
す
る
。

【
問
】
人
材
育
成
に
つ
い
て

「
と
う
ご
う
未
来
塾
」
を
主

宰
す
る
参
事
の
見
解
は
。

【
参
事
】
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
対

す
る
評
価
、
住
民
の
満
足
度

は
、
そ
れ
を
実
施
・
提
供
す

る
人
材
に
よ
っ
て
決
ま
る
。

原
点
は
、
職
員
が
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
持
っ
て
、
仕
事
に

取
り
組
む
こ
と
で
あ
る
。
役

場
内
部
の
問
題
と
考
え
が
ち

だ
が
、
実
は
、
住
民
に
と
っ

て
も
重
要
な
こ
と
で
あ
る
。

箕浦　克巳 議 員

公共施設等総合管理計画の策定で
インフラ整備費用の軽減・平準化を

女性職員のためのキャリアアップ研修の様子

【
問
】
新
潟
の
自
治
体
に
３
万

円
寄
付
す
れ
ば
新
米
60
㎏
。

宮
崎
県
都
城
市
に
１
万
円
の

寄
付
で
黒
豚
肉
４
㎏
の
返
礼

品
。
幾
ら
寄
付
し
て
も
2000
円

の
個
人
負
担
で
残
り
は
戻
っ

て
く
る
「
ふ
る
さ
と
納
税
」。

年
収
500
万
円
、
800
万
円
世
帯

で
の
控
除
限
度
額
は
。

【
総
務
部
長
】
単
身
者
で
６
万

7000
円
、
14
万
1000
円
。
夫
婦
と

小
中
２
人
の
世
帯
で
５
万
9000

円
、
13
万
1000
円
で
す
。

【
問
】
控
除
可
能
な
町
民
１

人
が
町
外
の
自
治
体
に
７
万

円
寄
付
し
た
ら
住
民
税
の
減

収
減
に
な
る
か
。

【
総
務
部
長
】
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

特
例
制
度
の
利
用
な
ら
6.8
万

円
の
減
収
に
な
る
。

【
問
】
町
民
１
万
人
が
「
ふ

る
さ
と
納
税
」
に
５
万
円
し

た
場
合
、幾
ら
の
税
収
減
か
。

【
総
務
部
長
】
町
民
税
で
、
１

億
6000
万
円
。

【
問
】
多
く
の
町
民
が
、
他
市

町
に
寄
付
さ
れ
る
が
対
策
は

し
な
い
の
か
。
返
礼
品
、
ク

レ
ジ
ッ
ト
決
済
の
導
入
は
。

【
総
務
部
長
】
ふ
る
さ
と
納
税

の
趣
旨
に
沿
っ
た
御
礼
の
品

の
送
付
を
考
え
て
い
る
。
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
決
済
の
導

入
は
費
用
を
考
慮
し
考
え
て

な
い
。

【
問
】
豊
明
市
が
、
寿
が
き

や
ラ
ー
メ
ン
の
返
礼
品
で
2400

万
円
増
収
。
日
進
市
も
「
日

清
カ
ッ
プ
ヌ
ー
ド
ル
」
と
の

コ
ラ
ボ
を
提
案
。
本
町
も
開

発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
推
進
し

て
欲
し
い
。

〈
返
礼
品
を
提
案
〉

１
、
米
、
果
物
の
農
産
物

２
、
籐
や
提
灯
、
町
雑
貨
品

３
、
和
合
ゴ
ル
フ
平
日
１
組

４
、
ク
ラ
ウ
ン
ズ
通
し
券

５
、
愛
知
池
で
セ
グ
ウ
ェ
イ

６
、
ボ
ー
ト
体
験
と
Ｂ
Ｂ
Ｑ

【
総
務
部
長
】
東
郷
産
の
特
産

品
を
検
討
す
る
。

税金を好きな町に寄付できる「ふるさと納税」
ゴルフやセグウェイ体験で、本町の税収増を

加藤　宏明 議 員

ふるさと納税ポータルサイト
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一
般
質
問

【
問
】
中
間
年
で
あ
る
平
成
27

年
度
時
点
の
成
果
確
認
の
具

体
的
方
法
は
。

【
企
画
部
長
】
毎
年
の
指
標
の

現
況
調
査
に
加
え
住
民
意
向

調
査
と
役
場
各
部
署
で
の
進

捗
状
況
調
査
を
実
施
。
意
向

調
査
で
は
施
策
に
対
す
る
満

足
度
や
重
要
度
を
図
り
、
内

部
調
査
で
は
達
成
状
況
の
ほ

か
、
方
向
性
の
再
確
認
や
課

題
の
洗
出
し
を
お
こ
な
っ
た
。

【
問
】
一
人
の
町
民
と
し
て
、

羅
針
盤
の
示
す
行
く
末
を
他

人
任
せ
に
し
て
は
な
ら
な
い

と
考
え
る
。
責
任
の
在
り
方

に
つ
い
て
の
見
解
を
。

【
企
画
部
長
】
５
次
計
画
は
策

定
段
階
か
ら
多
く
の
町
民
に

自
主
的
に
参
加
い
た
だ
き
町

民
の
行
動
指
針
も
含
ま
れ
て

お
り
、
協
働
・
共
助
の
新
し

い
視
点
で
編
成
さ
れ
て
い

る
。
こ
こ
で
の
反
省
を
踏
ま

え
て
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
踏
み

出
し
て
い
く
こ
と
も
重
要
。

各
種
イ
ベ
ン
ト
の
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
共
有
に
つ
い
て

【
問
】
イ
ベ
ン
ト
の
重
複
を
避

け
る
方
策
は
。

【
企
画
部
長
】
町
行
事
は
年
間

行
事
予
定
表
を
各
課
に
配
布

す
る
こ
と
で
概
ね
避
け
ら
れ

て
い
る
。
各
地
区
も
今
後
は

年
度
最
初
の
駐
在
員
会
議
で

予
定
表
を
配
布
す
る
。
後
援

事
業
は
、
申
請
の
際
に
町
の

行
事
予
定
を
確
認
す
る
よ
う

お
願
い
す
る
と
と
も
に
、
事

業
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
カ
レ

ン
ダ
ー
に
掲
載
す
る
こ
と
も

検
討
し
て
い
き
た
い
。

【
問
】
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
イ

ベ
ン
ト
情
報
の
発
信
・
共
有

に
つ
い
て
は
。

【
企
画
部
長
】
平
成
26
年
度
か

ら
利
用
し
て
い
る
広
報
誌
閲

覧
ア
プ
リ
の
プ
ッ
シ
ュ
機
能

を
活
用
し
た
お
知
ら
せ
を
検

討
し
て
い
る
。

【
問
】
急
増
の
３
歳
未
満
児
の

入
園
対
応
策
に
つ
い
て
問
う
。

【
福
祉
部
長
】
平
成
28
年
度
は
、

小
規
模
事
業
所
「
ひ
よ
こ
ル

ー
ム
」
で
定
員
を
７
人
増
加

し
、「
し
ら
と
り
保
育
園
」
を

12
人
定
員
の
小
規
模
保
育
所

と
し
て
認
可
し
、
平
成
28
年

度
か
ら
19
人
拡
大
す
る
。

高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て

【
問
】
和
合
に
建
設
予
定
の
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
概
要

は
。

【
福
祉
部
長
】
地
域
密
着
型
の

29
床
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
で
、
平
成
29
年
４
月
開
所

予
定
。
介
護
予
防
拠
点
と
10

床
短
期
入
所
施
設
併
設
す
る

予
定
。
地
域
の
皆
さ
ん
が
気

軽
に
集
い
交
流
で
き
る
介
護

予
防
拠
点
と
し
た
い
。

小
中
学
生
の
通
学
中
の
交
通

安
全
に
つ
い
て

【
問
】
学
校
サ
イ
ド
が
主
体

的
に
取
り
組
む
交
通
安
全
運

動
の
内
容
に
つ
い
て
は
。

【
教
育
部
長
】
各
学
校
は
、
交

通
安
全
に
対
応
し
た
総
合
的

な
安
全
対
策
を
講
ず
る
こ
と

と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
基

づ
き
教
師
は
通
学
路
の
危
険

箇
所
で
現
地
教
育
を
、
教
育

委
員
会
は
学
校
関
係
者
全
員

で
年
１
回
、
通
学
路
総
点
検

を
そ
れ
ぞ
れ
実
施
す
る
。
又

ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
を
委
嘱
し

て
、
切
れ
目
無
い
交
通
安
全

運
動
を
推
進
し
て
い
る
。

耐
震
改
修
促
進
に
つ
い
て

【
問
】
民
間
木
造
住
宅
の
耐
震

改
修
を
促
進
す
る
方
策
は
。

【
経
済
建
設
部
長
】
町
民
の
生

命
と
財
産
を
守
る
耐
震
化
は

急
務
で
あ
り
、
今
後
も
広
報

や
地
区
へ
の
回
覧
、
ロ
ー
ラ

ー
作
戦
を
実
施
す
る
。
合
わ

せ
て
、
補
助
制
度
や
一
般
的

な
耐
震
補
強
に
関
す
る
ア
ド

バ
イ
ス
に
努
め
、
改
修
工
事

の
促
進
に
努
め
て
行
き
た
い
。

和合に建設予定の「特養」
と同規模の「エイジトピア
諸輪」

子育て支援、量の拡大と質の向上について

加藤　達雄 議 員

折り返し地点を迎える我らの羅針盤
「第５次東郷町総合計画」

水 川 　 淳 議 員

まちの羅針盤「第５次東郷町総合計画」の
定期点検、しっかりと
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一
般
質
問

【
問
】
総
合
事
業
の
開
始
時
期

を
７
月
と
し
た
理
由
は
。

【
福
祉
部
長
】
地
域
を
巻
き
込

む
必
要
が
あ
り
、
相
当
時
間

を
要
す
る
こ
と
か
ら
早
い
時

期
に
と
考
え
た
。

【
問
】
介
護
保
険
料
は
ど
う
か
。

【
福
祉
部
長
】
第
６
期
高
齢
者

福
祉
計
画
で
決
定
し
て
お
り
、

３
年
間
変
更
は
無
い
。

【
問
】
サ
ー
ビ
ス
面
は
。

【
福
祉
部
長
】
訪
問
・
通
所
介

護
は
、
シ
ル
バ
ー
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ

等
が
主
体
と
な
り
、
料
金
も

割
安
に
設
定
予
定
。
こ
れ
ま

で
サ
ー
ビ
ス
の
対
象
外
だ
っ

た
人
も
利
用
で
き
る
よ
う
に

な
る
。

【
問
】
高
齢
者
が
身
近
で
通
え

る
サ
ロ
ン
を
ど
う
思
う
か
。

【
福
祉
部
長
】
総
合
事
業
で
も

地
域
の
サ
ロ
ン
の
よ
う
な
住

民
主
体
の
サ
ー
ビ
ス
を
創
っ

て
ゆ
く
必
要
が
あ
る
。

【
問
】
地
域
サ
ロ
ン
の
よ
う
な

場
所
は
何
ヵ
所
あ
る
か
。

【
福
祉
部
長
】
22
ヵ
所
あ
る
。

男
女
共
同
参
画
状
況
は

【
問
】
女
性
活
躍
推
進
法
と
は
。

【
生
活
部
長
】
男
女
共
同
参
画

基
本
法
の
理
念
の
下
、
全
て

の
女
性
の
活
躍
を
推
進
し
、

豊
か
で
活
力
あ
る
社
会
の
実

現
を
目
指
し
た
法
律
。

【
問
】
役
場
の
女
性
管
理
職
登

用
の
考
え
方
は
。

【
企
画
部
長
】
管
理
職
員
育
成

を
優
先
課
題
と
考
え
て
い
る
。

【
問
】
本
町
の
男
女
共
同
参
画

の
取
組
と
推
進
の
考
え
方
は
。

【
生
活
部
長
】
映
画
会
や
講
演

等
の
開
催
、
情
報
誌
の
発
行

等
々
を
継
続
的
に
行
う
こ
と

に
よ
り
意
識
の
醸
成
を
図
っ

て
い
き
た
い
。

【
問
】
町
内
事
業
者
へ
は
ど
の

よ
う
に
啓
蒙
し
て
い
る
か
。

【
生
活
部
長
】
町
商
工
会
と
連

携
し
て
啓
発
活
動
を
取
組
中
。思い出の語り場つくり

新家　光江 議 員

介護予防・日常生活支援総合事業について

【
問
】
国
道
153
号
線
バ
イ
パ
ス

北
側
路
線
の
中
長
期
的
な
路

線
整
備
に
対
す
る
見
解
は
。

【
経
済
建
設
部
長
】
町
都
市
計

画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
は
南

北
の
重
要
な
路
線
と
し
て
瀬

戸
大
府
東
海
線
の
他
、
和
合

ケ
丘
・
新
池
線
も
位
置
付
け

て
い
る
。
町
道
整
備
は
国
道

153
号
バ
イ
パ
ス
か
ら
南
側
の

桝
池
交
差
点
ま
で
予
定
。

そ
の
後
、
北
側
も
含
め
、
町

の
機
能
的
な
交
通
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
形
成
の
点
か
ら
検
討

す
る
。
ま
た
、
国
道
153
バ
イ

パ
ス
北
側
も
機
能
的
な
路
線

整
備
に
向
け
、
検
討
す
る
。

健
康
寿
命
サ
ポ
ー
ト
対
策

【
問
】
高
齢
者
元
気
サ
ポ
ー
ト

事
業
と
は
。

【
福
祉
部
長
】
先
ず
、
モ
デ
ル

事
業
を
い
こ
ま
い
館
で
実
施
。

そ
の
後
、
事
業
内
容
を
検
証

し
課
題
整
理
に
努
め
る
。

【
問
】
障
が
い
の
あ
る
人
が
過

ご
し
や
す
い
避
難
所
対
策
は
。

【
福
祉
部
長
】
福
祉
避
難
所
の

「
い
こ
ま
い
館
」
で
プ
チ
体
験

コ
ー
ナ
ー
を
開
催
し
た
が
、

福
祉
避
難
所
は
今
後
の
課
題

と
し
た
い
。

子
ど
も
た
ち
の
教
育
環
境

【
問
】
児
童
生
徒
の
教
育
環
境

支
援
と
今
後
の
課
題
は
。

【
教
育
部
長
】
組
織
的
に
機
能

で
き
る
学
校
と
地
域
の
連
携

強
化
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
る
。

例
え
ば
、
多
様
な
専
門
分
野

の
学
校
参
画
や
教
員
が
専
念

で
き
る
教
育
指
導
等
。

【
問
】
児
童
生
徒
が
抱
え
る
諸

問
題
の
対
応
と
解
決
策
は
。

【
教
育
部
長
】
家
庭
環
境
等
に

よ
り
通
常
の
学
校
生
活
が
送

れ
な
い
児
童
生
徒
の
た
め
に

平
成
28
年
度
か
ら
ス
ク
ー
ル

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
を
１

人
配
置
す
る
。

星野　靖江 議 員

周辺市を繋ぐ中心核地区形成と
幹線道路網の充実は

スタートしたセントラル開発

一
歩
進
ん
だ
新
し
い
子
育
て

支
援
に
つ
い
て

【
問
】
民
間
保
育
所
勤
務
の
保

育
士
に
対
す
る
処
遇
支
援
は
。

【
福
祉
部
長
】
賃
金
の
改
善
や

研
修
・
資
格
取
得
支
援
等
の

加
算
制
度
の
情
報
提
供
・
説

明
を
行
い
支
援
し
て
い
く
。

【
問
】
子
育
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
子

育
て
ナ
ビ
と
情
報
取
得
ア
プ

リ
子
育
て
タ
ウ
ン
の
反
響
は
。

【
福
祉
部
長
】登
録
者
は
徐
々

に
増
加
。
町
全
体
の
子
育
て

情
報
が
わ
か
る
と
好
評
。

【
問
】
次
世
代
の
親
と
な
る
青

少
年
の
育
成
取
り
組
み
は
。

【
教
育
部
長
】
中
学
生
へ
の
命

の
教
育
や
幼
児
乳
児
と
触
れ

合
う
機
会
を
通
じ
命
の
尊
さ

大
切
さ
を
学
ん
で
い
る
。
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一
般
質
問

【
問
】
点
検
の
頻
度
・
直
近
の

実
施
日
・
結
果
は
。

【
経
済
建
設
部
長
】
専
門
業
者

に
定
期
点
検
を
年
１
回
、 

保

守
点
検
を
年
３
回
委
託
し
て

い
る
。
ま
た
、
町
職
員
に
よ

る
目
視
点
検
を
毎
月
行
っ
て

い
る
。
直
近
の
昨
年
12
月
の

点
検
結
果
で
は
、
多
少
の
劣

化
が
見
ら
れ
る
が
、
使
用
停

止
の
も
の
は
な
い
。

【
問
】
遊
具
全
体
に
塗
装
の
劣

化
が
見
ら
れ
る
。
す
べ
り
台

に
上
る
際
、
手
の
ひ
ら
で
握

る
箇
所
に
錆
が
ひ
ど
く
出
て

い
る
。
剥
が
れ
て
指
に
突
き

刺
さ
る
危
険
性
が
あ
る
。
ど

の
よ
う
に
考
え
る
か
。

【
経
済
建
設
部
長
】
怪
我
に
つ

な
が
る
も
の
は
、
直
ち
に
対

応
し
て
い
る
。
塗
装
の
塗
り

替
え
に
つ
い
て
は
、
点
検
結

果
を
参
考
に
定
期
的
に
実
施

を
し
て
い
る
。

【
問
】
直
ち
に
対
応
し
て
い
る

と
の
こ
と
。
質
問
の
前
に
遊

具
を
見
て
回
っ
た
際
に
は
、

特
に
ひ
ど
い
状
態
の
も
の
が

あ
っ
た
。
こ
れ
に
気
付
か
な

か
っ
た
の
か
。

【
経
済
建
設
部
長
】
議
員
か
ら

聞
い
て
、
現
場
を
確
認
。

早
速
に
応
急
措
置
を
し
た
。

期
待
さ
れ
る
遊
具
の
充
実

【
問
】
施
政
方
針
に
涼
松
緑
道

に
遊
具
の
設
置
が
あ
る
が
、

ど
の
よ
う
な
遊
具
か
。

【
経
済
建
設
部
長
】
地
域
の
要

望
も
あ
り
、
複
合
遊
具
を
平

成
28
年
度
に
設
置
予
定
。

【
問
】
子
育
て
世
代
の
ニ
ー
ズ

を
反
映
す
べ
き
。
具
体
的
に

決
定
し
て
い
る
の
か
。

【
経
済
建
設
部
長
】
す
べ
り
台

を
基
調
に
色
彩
豊
か
な
パ
ネ

ル
を
組
み
合
わ
せ
た
も
の
。

設
置
の
際
に
は
、
あ
ら
た
め

て
地
区
の
ご
意
見
を
確
認
す

る
予
定
で
あ
る
。

若園ひでこ 議 員

子育てするなら東郷町
　　　　　公園遊具の安全安心と充実を求めて

【
問
】
給
食
に
お
い
て
ミ
ネ
ラ

ル
不
足
を
補
う
取
り
組
み
は
。

【
教
育
部
長
】
緑
黄
色
野
菜
や

乾
物
な
ど
の
ミ
ネ
ラ
ル
を
多

く
含
む
食
材
を
多
く
取
り
入

れ
、
ミ
ネ
ラ
ル
摂
取
を
阻
害

す
る
添
加
物
を
な
る
べ
く
含

ま
な
い
食
材
や
天
然
だ
し
を

使
用
。
主
食
に
麦
ご
は
ん
を

週
一
回
程
度
提
供
し
補
う
努

力
を
し
て
い
る
。

【
問
】
平
成
28
年
度
当
初
予
算

の
給
食
の
地
産
地
消
食
材
の

公
費
負
担
に
つ
い
て
。

【
町
長
】
地
元
の
農
業
振
興
を

目
的
と
し
た
予
算
措
置
と
し

て
東
郷
町
産
の
農
産
物
を
公

費
負
担
で
給
食
に
提
供
す
る
。

【
問
】
妊
産
婦
や
乳
幼
児
の
子

育
て
世
代
へ
の
食
育
は
大
事
。

現
行
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
今
後

の
取
り
組
み
は
。

【
健
康
部
長
】
パ
パ
マ
マ
教
室

・
子
育
て
ク
ラ
ブ
・
離
乳
食

教
室
等
が
あ
る
。
今
後
は
管

理
栄
養
士
の
家
庭
訪
問
指
導

を
若
年
妊
婦
全
員
を
対
象
に

要
望
者
へ
実
施
し
た
い
。又
、

食
育
教
室
を
私
立
保
育
園
や

幼
稚
園
に
も
拡
大
し
た
い
。

一
歩
進
ん
だ
新
し
い
子
育
て

支
援
に
つ
い
て

【
問
】
民
間
保
育
所
勤
務
の
保

育
士
に
対
す
る
処
遇
支
援
は
。

【
福
祉
部
長
】
賃
金
の
改
善
や

研
修
・
資
格
取
得
支
援
等
の

加
算
制
度
の
情
報
提
供
・
説

明
を
行
い
支
援
し
て
い
く
。

【
問
】
子
育
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
子

育
て
ナ
ビ
と
情
報
取
得
ア
プ

リ
子
育
て
タ
ウ
ン
の
反
響
は
。

【
福
祉
部
長
】登
録
者
は
徐
々

に
増
加
。
町
全
体
の
子
育
て

情
報
が
わ
か
る
と
好
評
。

【
問
】
次
世
代
の
親
と
な
る
青

少
年
の
育
成
取
り
組
み
は
。

【
教
育
部
長
】
中
学
生
へ
の
命

の
教
育
や
幼
児
乳
児
と
触
れ

合
う
機
会
を
通
じ
命
の
尊
さ

大
切
さ
を
学
ん
で
い
る
。

昨年10月にスタート。
子育て情報サイト“子育てナビ”＆情報
取得アプリ“子育てタウン”

ささくれ立った塗装の公園の遊具

國府田さとみ 議 員

現代食はミネラル不足
食の現状をふまえた給食と食育について
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一
般
質
問

【
問
】
12
月
の
一
般
質
問
の
中

で
自
助
・
共
助
・
公
助
の
東

郷
町
の
役
割
や
現
状
を
聞
い

た
。
今
回
は
、
災
害
時
の
医

師
会
や
開
業
医
に
つ
い
て
の

対
応
や
地
域
の
中
で
の
周
知

は
い
か
が
か
。

【
総
務
部
長
】
災
害
対
策
基
本

法
42
条
に
基
づ
き
防
災
の
為

す
べ
き
業
務
な
ど
を
具
体
的

に
地
域
防
災
計
画
を
策
定
。

本
町
と
東
名
古
屋
医
師
会
東

郷
町
医
師
会
と
災
害
時
の
医

療
救
護
を
平
成
25
年
６
月
災

害
時
医
療
協
定
を
締
結
。
周

知
に
つ
い
て
は
町
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
災
害
協
定
の
一
覧

の
中
で
掲
載
。

【
問
】
外
国
人
へ
の
対
応
や
外

国
人
が
各
地
域
で
話
し
合
い

や
避
難
訓
練
の
際
に
参
加
し

て
も
ら
っ
て
い
る
の
か
。

【
総
務
部
長
】
町
の
防
災
訓
練

の
中
で
３
ヵ
国
語
で
ト
イ
レ
、

避
難
所
な
ど
を
表
示
。
平
成

27
年
３
月
か
ら
の
防
災
マ
ッ

プ
は
、
５
ヵ
国
語
で
表
示
。

国
際
交
流
会
の
中
で
防
災
に

つ
い
て
開
催
。
地
域
防
災
訓

練
の
中
で
も
機
会
が
あ
れ
ば

ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
を
取
り
課

題
を
把
握
し
た
い
。

東
郷
町
の
火
葬
と
墓
地
の

現
状
は

【
問
】
町
で
は
、
火
葬
場
を
近

隣
市
町
に
お
世
話
に
な
っ
て

い
る
。ど
の
よ
う
な
状
況
か
。

将
来
に
つ
い
て
は
。

【
生
活
部
長
】
本
町
に
は
火
葬

場
が
な
く
他
市
の
火
葬
場
を

利
用
し
て
い
る
。
平
成
26
年

度
、
262
人
が
利
用
。
斎
場
整

備
に
つ
い
て
は
本
町
と
日
進

市
、
豊
明
市
と
斎
場
整
備
に

関
わ
る
意
見
交
換
会
を
開

催
。
今
年
も
２
月
に
開
催
。

単
独
や
共
同
の
議
論
は
出
な

か
っ
た
。
今
後
の
動
向
に
応

じ
、
あ
り
方
を
検
討
し
て
い

く
。

【
問
】
９
月
議
会
で
小
中
学
校

へ
の
空
調
整
備
を
求
め
る
請

願
が
２
つ
採
択
さ
れ
た
こ
と

を
ど
う
受
け
止
め
た
か
。

【
町
長
】
校
舎
の
大
規
模
修
繕
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
、
校
務
管
理
シ
ス

テ
ム
導
入
な
ど
お
金
が
か
か

る
課
題
が
多
い
。
空
調
整
備

は
重
要
で
急
が
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
が
、
何
を
優
先
す
る

か
総
合
的
に
検
討
し
た
い
。

消
防
本
部
の
統
合
な
ど
広
域

行
政
に
つ
い
て

【
問
】
尾
三
消
防
組
合
と
豊
明

市
と
の
消
防
本
部
統
合
が
検

討
さ
れ
て
い
る
が
、
尾
三
消

防
組
合
と
尾
三
衛
生
組
合
と

の
統
合
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

【
町
長
】
別
の
話
。
議
員
ど
う

し
で
議
論
し
機
運
の
醸
成
を
。

【
問
】
消
防
本
部
統
合
は
人

員
や
機
材
の
配
置
は
手
厚
い

方
に
合
わ
せ
る
よ
う
協
議
を
。

【
総
務
部
長
】
必
ず
し
も
そ
の

よ
う
に
は
で
き
な
い
。

地
域
公
共
交
通
に
つ
い
て

【
問
】
地
域
公
共
交
通
網
形
成

計
画
は
、
巡
回
バ
ス
に
「
必

要
最
低
限
」
の
サ
ー
ビ
ス
を

求
め
て
い
る
。
必
要
な
サ
ー

ビ
ス
へ
の
努
力
を
す
べ
き
だ
。

【
生
活
部
長
】
行
政
だ
け
の
努

力
だ
け
で
は
限
界
が
あ
る
。

【
問
】
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
弱
者

に
配
慮
、
利
用
者
を
増
や
し

て
収
入
を
増
や
す
と
い
う
意

見
が
多
い
。
利
用
料
金
の
見

直
し
は
慎
重
に
す
べ
き
だ
。

【
生
活
部
長
】
利
用
者
の
負
担

増
に
肯
定
的
な
意
見
も
あ
る
。

介
護
保
険
の
地
域
支
援
事
業

【
問
】
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
中
心
で

の
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
な
る
が
、

利
用
者
の
見
守
り
な
ど
専
門

家
の
目
が
必
要
で
は
。

【
福
祉
部
長
】
講
座
で
そ
う
し

た
こ
と
も
取
り
上
げ
た
い
。

平成27年度に空調が整備された
東郷中学の音楽教室

門原　武志 議 員

小中学校の全教室への空調整備について
町長の考えは

いしい　ゆみ 議 員

災害時の医療と外国人への対応について

東郷町の防災
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「
東
郷
町
商
工
会
」

各
種
団
体
と
意
見
交
換
会

議
会
活
性
化
特
別
委
員
会

　

委
員
会
は
議
会
の
活
性
化
を
図
り
課
題
や
問
題

点
に
つ
い
て
協
議
す
る
た
め
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

委
員
数
は
議
長
を
除
く
15
名
で
構
成
さ
れ
、
任
期

は
議
員
の
任
期
中
で
す
。

　

平
成
27
年
度
は
改
選
期
で
あ
り
、
活
性
化
に
取

り
組
む
課
題
の
集
約
を
図
り
な
が
ら
、
活
性
化
に

向
け
て
委
員
の
意
見
交
換
を
数
回
行
い
ま
し
た
。

　

委
員
会
で
ほ
ぼ
合
意
で
き
て
い
る
課
題
は
、
議

会
基
本
条
例
の
制
定
と
過
去
の
改
革
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
検
証
を
す
る
こ
と
で
す
。

　

平
成
28
年
1
月
に
、
議
会
活
性
化
の
先
進
地
三

重
県
の
菰
野
町
・
大
台
町
へ
視
察
研
修
、
ま
た
麗

澤
大
学
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
の
松
野
豊
氏
を
招
き
、

議
会
基
本
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
講
演
を
実
施
し

ま
し
た
。

　

視
察
や
講
演
を
受
け
、
委
員
会
を
議
会
基
本
条

例
の
制
定
を
主
な
テ
ー
マ
と
す
る
チ
ー
ム
と
、
今

ま
で
の
取
り
組
み
な
ど
を
検
証
す
る
チ
ー
ム
2
つ

に
分
け
、
具
体
的

な
取
り
組
み
を
行

う
こ
と
に
し
ま
し

た
。

　

町
議
会
が
「
良

く
変
わ
っ
た
ね
」と

町
民
の
皆
さ
ん
に

言
っ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
に
、
努
力

し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
議
会
活
性
化
特
別
委
員
長

　
箕
浦
克
巳
）

　
さ
る
１
月
26
日
に
、
一
宮
市
議
会
と

大
府
市
議
会
を
訪
ね
ま
し
た
。

■
一
宮
市
議
会

　

平
成
26
年
５
月
か
ら
一
般
質
問
で
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
利
用
を
開
始
す
る
な

ど
わ
か
り
や
す
い
質
問
を
意
識
し
た
取

り
組
み
が
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
討

論
の
通
告
制
や
「
一
括
採
決
」
方
式
な

ど
、
本
町
と
は
異
な
る
運
営
も
特
徴
的

で
し
た
。

■
大
府
市
議
会

　

一
宮
市
議
会
と
同
様
に
、パ
ネ
ル
、電

子
黒
板
（
モ
ニ
タ
ー
）
は
す
で
に
活
用

さ
れ
て
お
り
、
利
用
に
つ
い
て
は
先
例

集
で
具
体
的
運
用
方
法
が
明
文
化
さ
れ

て
い
る
そ
う
で
す
。

　

３
年
前
か
ら
委
員
会
ご
と
の
テ
ー
マ

活
動
を
実
施
し
て
お
り
、「
テ
ー
マ
決
定

→
勉
強
会
（
所
管
か
ら
の
レ
ク
チ
ャ
ー

→
関
係
団
体
と
の
情
報
交
換
）
→
議
員

間
討
議
→
視
察
→
議
員
間
討
議
→
政
策

提
言
（
本
会
議
で
の
報
告
）」
の
フ
ロ
ー

で
政
策
研
究
が
な
さ
れ
て
お
り
、
最
低

で
も
月
１
回
は
委
員
会
が
開
催
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
視
察
は
、
行
政
側
が

同
行
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
な
ど
、
新
た

な
視
点
の
気
づ
き
の
き
っ
か
け
で
し
た
。

　
「
一
括
採
決
」（
一
宮
市
議
会
）
や
「
全

文
通
告
」（
大
府
市
議
会
）
な
ど
、
本
町

議
会
と
の
「
当
た
り
前
・
常
識
」
に
差

異
が
あ
る
こ
と
を
気
づ
い
た
点
は
、
今

回
の
研
修
の
大
き
な
収
穫
の
一
つ
で
あ

り
、
今
後
も
、
本
町
議
会
の
伝
統
と
地

域
性
に
拠
る
先
例
は
重
ん
じ
つ
つ
、
時

代
に
則
し
、
か
つ
、
住
民
利
益
に
資
す

る
改
革
に
は
「
当
た
り
前
・
常
識
」
の

一
事
で
決
す
る
こ
と
な
く
、
議
論
を
尽

く
し
、
勇
気
を
持
っ
て
判
断
を
す
る
こ

と
も
必
要
で
あ
る
こ
と
を
痛
感
し
ま
し

た
。

（
議
会
運
営
委
員
長
　
水
川
淳
）

議
会
運
営
委
員
会
県
外
研
修

議
会
運
営
委
員
会
県
外
研
修

平
成
27
年
度

平
成
27
年
度

　

総
務
経
済
委
員
会
は
平
成
28
年
2
月

に
新
役
員
体
制
と
な
っ
た
商
工
会
と
意

見
交
換
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

12
月
議
会
で
提
出
さ
れ
た
陳
情
書
の

趣
旨
説
明
等
を
い
た
だ
く
目
的
。
陳
情

書
の
内
容
は
「
商
工
会
を
中
心
と
し
た

地
域
商
工
業
振
興
に
対
す
る
支
援
体
制

の
拡
充
」
に
盛
り
込
ま
れ
た
7
項
目
で

あ
り
、
い
ず
れ
も
地
元
商
工
業
の
発
展

に
欠
か
せ
な
い
重
要
な
課
題
で
し
た
。

　

会
長
は
挨
拶
で
、
メ
ン
バ
ー
の
紹
介

の
後
、
今
ま
で
は
イ
ベ
ン
ト
中
心
の
事

業
化
傾
向
で
あ
っ
た
が
地
域
と
の
連
携

が
大
切
で
あ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
方

向
転
換
し
た
い
と
お
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

夢
の
あ
る
道
の
駅
構
想
の
事
業
計
画

で
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
作
り

平
成
28
年
10
月
ま
で
に
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
を
作
成
し
た
い
。
道
の
駅
は
進
出

予
定
の
商
業
施
設
ら
ら
ぽ
ー
と
と
共
存

共
栄
を
目
ざ
す
も
の
と
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。

　

役
員
体
制
が

若
返
ら
れ
「
ま

ち
づ
く
り
の
基

礎
は
商
工
会
の

発
展
」
と
の
思

い
を
強
く
感
じ

る
会
議
で
し
た
。

（
総
務
経
済
委
員
長
　
箕
浦
克
巳
）

議会基本条例の制定についての講演

一宮市議会で研修

大府市議会で研修

商工会新役員との意見交換会

13 平成28年６月１日 とうごう議会だより



　４月28日に平成28年第１回臨時会（４月臨時会）が開催されました。審議結果
は「議案審議の結果一覧」をご参照ください。
　また議長や所属委員会など各議員の役職も決まりました。「議員紹介」と「役務
分担表」をご参照ください。

4月
臨時会

議 員 紹 介 年齢は６月１日現在
議会での役職の◎は委員長、○は副委員長

議案審議の結果一覧
4 月 臨 時 会

議 案 名
※議長は採決に加わらない　○…賛成　×…反対　除…除斥

審
議
結
果

石
橋
直
季

國
府
田
さ
と
み

新
家
光
江

西
尾
隆
男

加
藤
達
雄

い
し
い
ゆ
み

加
藤
宏
明

若
松
孝
行

水
川　

淳

井
俣
憲
治

加
藤
啓
二

近
藤
鑛
治

若
園
ひ
で
こ

門
原
武
志

箕
浦
克
巳

星
野
靖
江

教育委員会の委員の任命について 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○
（専承）東郷町税条例等の一部改正について 承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○
（専承）東郷町国民健康保険税条例の一部改正について 承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○
監査委員の選任について 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 除 ○ ○ ― ○

石
いしばし
橋　直

なおき
季

（30歳・１期目）

連
絡
先

住　　所／春木台4-4-10
　　　　　コンフォールメゾン・K203
電話番号／0561-65-3667

議会での
役職

○文教民生委員会
　政治倫理審査会

党
派無所属

國
こ う だ
府田さとみ

（52歳・１期目）

連
絡
先

住　　所／白鳥1-5-16
電話番号／0561-38-0214

議会での
役職

文教民生委員会
広報広聴委員会

党
派民進党

新
にいのみ
家　光

みつえ
江

（68歳・１期目）

連
絡
先

住　　所／春木台3-15-3
電話番号／0561-38-3755
　　　　　090-6081-8506

議会での
役職

○総務経済委員会
　政治倫理審査会

党
派無所属

西
にしお
尾　隆

たかお
男

（69歳・１期目）

連
絡
先

住　　所／大字春木字千子24-4
電話番号／052-801-7030
　　　　　090-1744-6760

議会での
役職

文教民生委員会
広報広聴委員会

党
派無所属

加
かとう
藤　達

たつお
雄

（70歳・１期目）

連
絡
先

住　　所／大字諸輪字観音畑1-1
電話番号／0561-39-0882

議会での
役職

文教民生委員会　議会運営委員会
政治倫理審査会

党
派無所属

いしいゆみ
（56歳・２期目）

連
絡
先

住　　所／三ツ池1-15-6
電話番号／090-9225-6089

議会での
役職

総務経済委員会　○広報広聴委員会
議会運営委員会

党
派無所属

加
かとう
藤　宏

ひろあき
明

（63歳・２期目）

連
絡
先

住　　所／大字春木字中屋敷1062
電話番号／090-1099-0852

議会での
役職

総務経済委員会
政治倫理審査会

党
派無所属

若
わかまつ
松　孝

たかゆき
行

（78歳・２期目）

連
絡
先

住　　所／和合ケ丘1-4-13
電話番号／0561-39-0880
　　　　　090-9185-2729

議会での
役職

総務経済委員会　広報広聴委員会
議会運営委員会

党
派無所属
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役
務
分
担
表
◎
委
員
長　

○
副
委
員
長

町長任命委員 一部事務組合議員

政
治
倫
理
審
査
会

特　別
委員会

議
会
運
営
委
員
会

常任委員会

副
議
長

議　
長

都
市
計
画
審
議
会
委
員

監
査
委
員

愛
知
中
部
水
道

企
業
団
議
員

日
東
衛
生
組
合
議
員

尾
三
衛
生
組
合
議
員

尾
三
消
防
組
合
議
員

議
会
活
性
化
特
別
委
員
会

広
報
広
聴
委
員
会

文
教
民
生
委
員
会

総
務
経
済
委
員
会

　

新
家　

光
江　
　

加
藤　

宏
明

　

若
松　

孝
行　
　

水
川　

淳

　

加
藤　

啓
二　
　

近
藤　

鑛
治

　

近
藤　

鑛
治

　

國
府
田
さ
と
み　

井
俣　

憲
治

　

星
野　

靖
江

　

石
橋　

直
季　
　

新
家　

光
江

　

近
藤　

鑛
治　
　

箕
浦　

克
巳

　

加
藤　

達
雄　
　

西
尾　

隆
男

　

加
藤　

宏
明　
　

水
川　

淳

　

加
藤　

達
雄　
　

加
藤　

宏
明

　

水
川　

淳　
　
　

門
原　

武
志

　

石
橋　

直
季　
　

新
家　

光
江

　

加
藤　

達
雄　
　

加
藤　

宏
明　
　

　

水
川　

淳　
　
　

加
藤　

啓
二　

　

若
園
ひ
で
こ　
　

箕
浦　

克
巳

　

議
長
を
除
く
全
議
員

◎
加
藤　

啓
二　

○
門
原　

武
志

◎
星
野　

靖
江　

○
加
藤　

啓
二

　

加
藤　

達
雄　
　

い
し
い
ゆ
み

　

若
松　

孝
行　
　

井
俣　

憲
治

◎
星
野　

靖
江　

○
い
し
い
ゆ
み

　

國
府
田
さ
と
み　

西
尾　

隆
雄

　

若
松　

孝
行　
　

井
俣　

憲
治

　

近
藤　

鑛
治　
　

門
原　

武
志

◎
井
俣　

憲
治　

○
石
橋　

直
季

　

國
府
田
さ
と
み　

西
尾　

隆
男

　

加
藤　

達
雄　
　

水
川　

淳

　

近
藤　

鑛
治　
　

星
野　

靖
江

◎
加
藤　

啓
二　

○
新
家　

光
江

　

い
し
い
ゆ
み　
　

加
藤　

宏
明

　

若
松　

孝
行　
　

若
園
ひ
で
こ

　

門
原　

武
志　
　

箕
浦　

克
巳

水
川　

淳

箕
浦　

克
巳

水
みずかわ
川　　淳

あつし

（48歳・３期目）

連
絡
先

住　　所／大字和合字前田76-5
電話番号／0561-38-5445

議会での
役職

副議長
文教民生委員会　政治倫理審査会

党
派無所属

井
いまた
俣　憲

けんじ
治

（49歳・３期目）

連
絡
先

住　　所／大字春木字白土1-983
電話番号／090-3242-2153

議会での
役職

◎文教民生委員会　広報広聴委員会
　議会運営委員会

党
派無所属

加
かとう
藤　啓

けいじ
二

（63歳・３期目）

連
絡
先

住　　所／大字春木字西前田2752-8
電話番号／0561-39-0615
　　　　　090-7305-8297

議会での
役職

◎総務経済委員会　○議会運営委員会
　政治倫理審査会

党
派無所属

近
こんどう
藤　鑛

こうじ
治

（69歳・３期目）

連
絡
先

住　　所／御岳1-26-2
電話番号／0561-38-2336

議会での
役職

監査委員
文教民生委員会　広報広聴委員会

党
派無所属

若
わかぞの
園ひでこ

（58歳・４期目）

連
絡
先

住　　所／大字春木字中ノ杁811-82
電話番号／0561-38-7980

議会での
役職

総務経済委員会
政治倫理審査会

党
派日本のこころを大切にする党	

門
かどはら
原　武

たけし
志

（47歳・５期目）

連
絡
先

住　　所／白鳥4-4-1
　　　　　押草団地207-403
電話番号／090-1835-5649

議会での
役職

総務経済委員会
広報広聴委員会

党
派日本共産党

箕
みのうら
浦　克

かつみ
巳

（70歳・５期目）

連
絡
先

住　　所／涼松1-2-4
電話番号／052-804-6615
　　　　　090-2680-5996

議会での
役職

議長
総務経済委員会　政治倫理審査会

党
派公明党

星
ほしの
野　靖

やすえ
江

（69歳・７期目）

連
絡
先

住　　所／白鳥1-3-15
電話番号／0561-38-0836
　　　　　090-1984-0554

議会での
役職

　文教民生委員会　◎広報広聴委員会
◎議会運営委員会

党
派無所属
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一般質問、その後どうなった？
消防団の「火の見やぐら」の老朽化への対応は。

　　　　火の見やぐらは和合分団と祐福寺分団の詰所にある。すぐに倒壊をすると
　　　いうような危険性はないと認識している。最近は住宅が高くなるなど役割は
非常に薄れている。今後ますます老朽化が進む
ので撤去することになるが、撤去時期は未定。
老朽化のぐあいに注意しながら撤去を検討する。
（平成22年第１回定例会）
　　　　　⬇
平成28年度中に撤去するための予算（約97万円）
がつきました。

役場４階の議会事務局内のメール
ボックスもご利用ください。
（詳細は、議会事務局に問い合わせ
ください）

〒470-0198
愛知県愛知郡東郷町大字春木字羽根穴１番地
TEL.0561-38-3111　FAX.0561-38-3118
Eメール　tgo-gikai@town.aichi-togo.lg.jp

●議会だより誌面へのご意見・感想など議会事務局までお寄せください。
議会へのご意見をお待ちしています。

連　絡　先

町議会一般質問・
委員会の録画映像を
インターネット配信中

東郷町議会 検索
東郷町議会ホームページ
閲覧場所

Q
A

議会だよりは再生紙を使用しています。

委
員
長	

星
野
靖
江

副
委
員
長	

い
し
い
ゆ
み

	

國
府
田
さ
と
み

	

西
尾
隆
男

	

若
松
孝
行

	

井
俣
憲
治

	

近
藤
鑛
治

	

門
原
武
志

広
報
広
聴
委
員
会

第
118
号
13
ペ
ー
ジ
文
教
民
生
委
員
会
県
外
研
修
の
中
で
「
絵
に
描
い
た
餅
の
よ
う
に
は
い
か

ず
、」
は
、
不
適
切
な
表
現
の
た
め
削
除
し
ま
す
。
ま
た
、
15
ペ
ー
ジ
第
24
回
全
国
市
町
村
交

流
レ
ガ
ッ
タ
津
幡
大
会
で
は
「
議
会
の
部
で
は
３
位
入
賞
」
と
あ
り
ま
し
た
が
、正
し
く
は
「
５

位
入
賞
」
で
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

訂　正

●
議
事
の
都
合
に
よ
り
、
日
程
が

変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
本
会
議
は
午
前
10
時
、
委
員
会

は
午
前
９
時
開
始
で
す
。
傍
聴

に
お
越
し
下
さ
い
。

　
な
お
、
委
員
会
の
傍
聴
に
は

委
員
長
の
許
可
が
必
要
で
す
。

　
開
始
時
間
よ
り
早
め
に
お
越

し
下
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
町
議
会
議
員
互
助
会
は
、
４
月
に

発
生
し
た
熊
本
地
震
の
被
災
地
へ
の

義
援
金
10
万
円
を
中
日
新
聞
社
会
事

業
団
に
託
し
ま
し
た
。

議
員
互
助
会
が
被
災
地
に
義
援
金

5
月
27
日
㈮	

本
会
議
（
議
案
上
程
）

6
月
3
日
㈮	

本
会
議
（
一
般
質
問
）

	

6
日
㈪	

本
会
議
（
一
般
質
問
）

	

7
日
㈫	

本
会
議

	
	

（
一
般
質
問
・
議
案
質
疑
）

	

8
日
㈬	

本
会
議
予
備
日

	

10
日
㈮	

総
務
経
済
委
員
会

	

13
日
㈪	

文
教
民
生
委
員
会

	

14
日
㈫	

委
員
会
予
備
日

	

20
日
㈪	

本
会
議
（
討
論
・
採
決
）

平
成
28
年
第
２
回
東
郷
町
議
会
定
例
会
の
日
程

　今年の４月からの完全民営化（社会福祉法人
明生会）に伴い、自園調理となった東郷せいぶ
保育園のランチタイムの様子をパチリ！
　メニューはすべて米飯給食。更にそのお米は
教室内の炊飯器で各クラスごとに炊いていま
す。お昼時には、ご飯が炊けるいい匂いが教室
中に漂って、“ お腹すいた～ ” と子どもたちは
毎日ワクワクだそうです。ステキな取り組みで
すね♥　３~ ５歳児は縦割り保育を行ってい
るので、食事中も年長さんが年少さんを気遣っ
て面倒をみたりと微笑ましい風景でした。

「表紙の写真」（東郷せいぶ保育園）


